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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月16日(2020.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータのブロックを符号化する方法であって、
　前記ブロックを少なくとも２つの長方形サブブロックに分割することと、
　各サブブロックサイズに対応する変換が用いられるような処理を用いて各サブブロック
を符号化することと
を含む方法。
【請求項２】
　ビデオデータのブロックを復号する方法であって、
　各サブブロックサイズに対応する変換が用いられるような処理を用いて、前記ブロック
を構成する複数のサブブロックのうちの少なくとも１つのサブブロックを復号することと
、
　前記複数のサブブロックを前記ブロックに再構成することであって、再構成することは
、前記ブロックの分割の逆動作を備えることと
を含む方法。
【請求項３】
　ビデオデータのブロックを符号化する装置であって、
　メモリと、
　　前記ブロックを少なくとも２つの長方形サブブロックに分割し、
　　各サブブロックサイズに対応する変換が用いられるような処理を用いて各サブブロッ
クを符号化する
　ように構成されたプロセッサと
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を備える装置。
【請求項４】
　ビデオデータのブロックを符号化する装置であって、
　メモリと、
　　各サブブロックサイズに対応する変換が用いられるような処理を用いて、前記ブロッ
クを構成する複数のサブブロックのうちの少なくとも１つのサブブロックを復号し、
　　前記複数のサブブロックを前記ブロックに再構成する
　ように構成されたプロセッサと
を備え、再構成することは、前記ブロックの分割の逆動作を備える、装置。
【請求項５】
　前記分割することは、
　前記ブロックが３の倍数ではないサイズ寸法を有する場合、前記ブロックを複数のサブ
ブロックの第１の分割に分割すること
を備え、
　前記ブロックは、前記ブロックが３の倍数であるサイズ寸法を有する場合、複数のサブ
ブロックの第２の分割に分割される、請求項１～２のいずれか一項に記載の方法または請
求項３～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１の分割は、４分の１および４分の３の分割であり、前記第２の分割は、３分の
１および３分の２の分割である、請求項５に記載の方法または装置。
【請求項７】
　前記サイズ寸法は高さである、請求項５に記載の方法または装置。
【請求項８】
　前記サイズ寸法は幅である、請求項５に記載の方法または装置。
【請求項９】
　前記分割することは、
　前記ブロックを、水平または垂直分割を用いて少なくとも２つの長方形サブブロックに
分割することを備え、非対称分割を用いる連続的な分割は、対称分割のみを用いて同等の
分割が実現され得る場合、禁止され、同一のサブブロックをもたらす他の連続した非対称
分割が存在する場合、１つの連続した分割のみが許可される、請求項１～２のいずれか一
項に記載の方法または請求項３～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記分割することは、
　前記ブロックを複数のサブブロックの第１の分割に分割することと、
　前記第１の分割に基づいて、前記サブブロックの少なくとも１つを、複数のより小さな
サブブロックの第２の分割に分割することと
を備える、請求項１～２のいずれか一項に記載の方法または請求項３～４のいずれか一項
に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第２の分割を表すモードがシグナリングされる、請求項１０に記載の方法または装
置。
【請求項１２】
　プロセッサを用いて再生するために、請求項１および請求項５～１１のいずれか一項に
記載の方法に従って、または請求項３および請求項５～１１のいずれか一項に記載の装置
によって生成されたデータコンテンツを含む非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１３】
　コンピュータによってプログラムが実行されると、前記コンピュータに、請求項２およ
び請求項５～１１のいずれか一項に記載の方法を実行させる命令を備える、コンピュータ
プログラム製品。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　本明細書における、本原理の「１つの実施形態」または「実施形態」ならびにこれらの
他の変化形への言及は、実施形態に関連して説明された特定の特徴、構造、特性などが本
原理の少なくとも１つの実施形態に含まれることを意味する。したがって、本明細書を通
して様々な箇所に登場する「１つの実施形態において」または「実施形態において」とい
う表現および他の任意の変化形の出現は、必ずしも全てが同じ実施形態を指すわけではな
い。
　ここで、以下の付記を記載する。
［付記１］
　ビデオデータのブロックを符号化する方法であって、
　前記ブロックを少なくとも２つの長方形サブブロックに分割することと、
　各サブブロックサイズに対応する変換が用いられるような処理を用いて各サブブロック
を符号化することと
を含む方法。
［付記２］
　ビデオデータのブロックを復号する方法であって、
　各サブブロックサイズに対応する変換が用いられるような処理を用いて、前記ブロック
を構成する複数のサブブロックのうちの少なくとも１つのサブブロックを復号することと
、
　前記複数のサブブロックを前記ブロックに再構成することであって、再構成することは
、前記ブロックの分割の逆動作を備えることと
を含む方法。
［付記３］
　ビデオデータのブロックを符号化する装置であって、
　メモリと、
　　前記ブロックを少なくとも２つの長方形サブブロックに分割し、
　　各サブブロックサイズに対応する変換が用いられるような処理を用いて各サブブロッ
クを符号化する
　ように構成されたプロセッサと
を備える装置。
［付記４］
　ビデオデータのブロックを符号化する装置であって、
　メモリと、
　　各サブブロックサイズに対応する変換が用いられるような処理を用いて、前記ブロッ
クを構成する複数のサブブロックのうちの少なくとも１つのサブブロックを復号し、
　　前記複数のサブブロックを前記ブロックに再構成する
　ように構成されたプロセッサと
を備え、再構成することは、前記ブロックの分割の逆動作を備える、装置。
［付記５］
　前記分割することは、
　前記ブロックが３の倍数ではないサイズ寸法を有する場合、前記ブロックを複数のサブ
ブロックの第１の分割に分割すること
を備え、
　前記ブロックは、前記ブロックが３の倍数であるサイズ寸法を有する場合、複数のサブ
ブロックの第２の分割に分割される、付記1～２のいずれか一に記載の方法または付記３
～４のいずれか一に記載の装置。
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［付記６］
　前記第１の分割は、４分の１および４分の３の分割であり、前記第２の分割は、３分の
１および３分の２の分割である、付記５に記載の方法または装置。
［付記７］
　前記サイズ寸法は高さである、付記５に記載の方法または装置。
［付記８］
　前記サイズ寸法は幅である、付記５に記載の方法または装置。
［付記９］
　前記分割することは、
　前記ブロックを、水平または垂直分割を用いて少なくとも２つの長方形サブブロックに
分割することを備え、非対称分割を用いる連続的な分割は、対称分割のみを用いて同等の
分割が実現され得る場合、禁止され、同一のサブブロックをもたらす他の連続した非対称
分割が存在する場合、１つの連続した分割のみが許可される、付記１～２のいずれか一に
記載の方法または付記３～４のいずれか一に記載の装置。
［付記１０］
　前記分割することは、
　前記ブロックを複数のサブブロックの第１の分割に分割することと、
　前記第１の分割に基づいて、前記サブブロックの少なくとも１つを、複数のより小さな
サブブロックの第２の分割に分割することと
を備える、付記１～２のいずれか一に記載の方法または付記３～４のいずれか一に記載の
装置。
［付記１１］
　前記第２の分割を表すモードがシグナリングされる、付記１０に記載の方法または装置
。
［付記１２］
　プロセッサを用いて再生するために、付記１および付記５～１１のいずれか一に記載の
方法に従って、または付記３および付記５～１１のいずれか一に記載の装置によって生成
されたデータコンテンツを含む非一時的コンピュータ可読媒体。
［付記１３］
　プロセッサを用いて再生するために、付記１および付記５～１１のいずれか一に記載の
方法に従って、または付記３および付記５～１１のいずれか一に記載の装置によって生成
されたビデオデータを備える信号。
［付記１４］
　コンピュータによってプログラムが実行されると、前記コンピュータに、付記２および
付記５～１１のいずれか一に記載の方法を実行させる命令を備える、コンピュータプログ
ラム製品。
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